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は し が き

八尾市は、大阪府の中央部東に位置し、西は上町台地、東は生駒山地、南は羽曳野正陵に

固まれた山麓.Ji陵先端から平野部にかけて立地しています。山麓や正陵先端部には、古く

は旧石器時代に遡り得る人々の生活の痕跡が点在しています。また、平野部では古大和川水

系の河川が運び続ける土砂が厚く堆積しており、その中に弥生時代以降の生活の跡が連綿と

積み重なっています。

このような先人達の残した財産一埋蔵文化財ーは、市民が共有すべき財産であるといって

も過言ではありません。しかし、市民生活の利便性や豊かさを追求するための開発工事は、

一方ではこのような共有財産を破壊することが前提となってしまいます。そこで私どもは、

開発工事によって破壊される埋蔵文化財について事前に発掘調査を行い、記録保存・研究に

努めているところであります。

本書は、公共事業に伴う発掘調査の報告をまとめたもので、平成24'"'-'26年度に行った 7遺

跡 8件の調査成果が収録されています。いずれも小規模な調査ではありますが、平安時代後

期以降、近世に至るまでの遺構や遺物が検出されております。特に萱振寺内町では、平安時

代後期および室町時代の井戸が見つかり、寺内町形成以前の居住域の様相を考える上で貴重

な資料を得ました。本書が地域史、ひいては日本史解明の一助になれば幸いに存じます。

最後になりましたが、多くの関係諸機関および地元の皆様方に、多大な御協力をいただき

ましたことを心から厚く御礼申し上げます。

平成27年 3月

公益財団法人八尾市文化財調査研究会

理事長西浦昭夫



序

1.本書は公益財団法人八尾市文化財調査研究会が平成24'"'-'26年度に実施した発掘調査の報告を

収録したものである。

1.本書作成業務は、各現地調査終了後に着手し、平成27年 3月をもって終了した。

1.本書に収録した報告は、下記の目次のとおりである。

1.本書の執筆は各調査担当者が行い、全体の構成・編集は西村公助が行った。

1.本書掲載の地図は，大阪府八尾市役所発行の2，500分の 1地形図(平成8年 7月発行)・八尾市

教育委員会発行の『八尾市埋蔵文化財分布図~ (平成24年度版)をもとに作成した。

1.本書で用いた標高の基準は東京湾標準潮位(T.P. )である.

1.本書で用いた方位は座標北(国土座標第VI系〔日本測地系J) を示している。

1.遺構名は下記の略号で示した。

井戸-SE 土坑-SK 小穴-SP 溝-SD

1.遺物実測図の断面表示は、須恵器が黒、その他を白とした。

1.土色については、一部の調査を除き『新版標準土色帖~ 1997年後期版 農林水産省農林水産

技術会議事務局・財団法人日本色彩研究所色票監修を使用した。

1.各調査に際しては、写真・実測図を、後世への記録として多数作成した。各方面での幅広い

活用を希望する。
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I 大竹遺跡第 3次調査(0T2013-3) 



例 仁コ

1.本書は、大阪府八尾市大竹七丁目地内で実施した御池改修工事に伴う埋蔵文化財遺構確認調

査である。

1.本書で報告する大竹遺跡第 3次調査 (OT2013-3)の発掘調査業務は、八尾市教育委員会

の埋蔵文化財発掘調査指示書に基づくもので、八尾市と公益財団法人八尾市文化財調査研究

会の間で、八尾市教育委員会を立会者として締結した契約により、公益財団法人八尾市文化

財調査研究会が八尾市から委託を受けて実施したものである。

1.現地調査は、平成26年 2月25日(外業実働 1日)に、西村公助を調査担当者として実施した。

調査面積は約15.orrfである。

1.現地調査においては、飯塚直世・芝崎和美の参加を得た。

1.内業整理は下記が行い、現地調査終了後に着手して平成27年 3月をもって終了した。

トレースー西村。

1.本書の執筆・編集は西村が行った。

本文目次
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I 大竹遺跡第 3次調査(0 T 2013 -3) 

I 大竹遺跡第 3次調査(0T2013-3) 

1 .はじめに

大竹遺跡は大阪府八尾市の北東部に位置し、現在の行政区画では大竹六~八丁目、水越六・八

丁目、神立三 ・四 ・六丁目の一部を含む遺跡で、南北約600m、東西約500mがその範囲とされる。

地理的には生駒山地西麓の扇状地に位置し、周辺には、 北に西の山古墳・花岡山遺跡、東に高

安古墳群、南に水越遺跡、西に心合寺山古墳 ・心合寺跡 ・大竹西遺跡 ・太田川遺跡が存在する。

当遺跡内には、古墳時代前期の向山古墳や間後期の愛宕塚古墳などが存在し、また、向山古墳の

立地する丘陵南斜面には、平安時代の向山瓦窯跡が存在する。

当遺跡内では昭和初期以降、縄文時代に遡る石器が採集されていたが、最初に考古学的な発掘

が行われたのは昭和53(1978)年度のことである。この調査は花岡山遺跡との境界となる道路上で

実施された水道管布設に伴うものである。調査では、弥生時代後期の土器が大量に出土した大溝

や、古墳時代の遺物包含層等が確認されており、同時期の集落の存在が明らかになった(村川1980)。

それ以降は小規模な遺構確認調査が数件実施されている程度であり、顕著な遺構・遺物は確認さ

れていないため、遺跡の実態は不明な点が多いといえる。

周辺に存在している心合寺山古墳や愛宕塚古墳については調査が実施されており、心合寺山古

墳は全長約160mを測る前方後円墳であることが判った。同古墳の墳丘は三段築成で、前方部頂に

方形壇、くびれ部西側に造り出しを有することも明らかになった(吉田2001)。また、古墳時代後

期の愛宕塚古墳は、府下最大級の横穴式石室をもっ円墳で、あることが判明している。同古墳の石

第 1図調査地周辺図
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室内からは土器や馬具などの鉄器および副葬品

が多数出土している(安井1994)。

2. 調査概要

1)調査の方法と経過

今回の調査は御池改修工事に伴う調査で、当

調査研究会が大竹遺跡内で行った第 3次調査

(OT2013-3)である。御池の堤体擁壁部分に

東西2.5mX南北2.0m、面積約5.0rriの調査区を

3ヶ所(北から 1"-'3区)設定した。調査は堤防

上の現地表(約T.P.+64. 8m)下約4.3m[西側の

現地表(約T.P. +61. 8m)下約1.3m]までについ

て、機械掘削・人力掘削を併用して実施した。

調査で使用した標高は、八尾市街区多角点10A

88(調査地北西側道路上:T.P. +50. OOOm)を使用

@ 

O (1 :500)Om 
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2)基本層序 第2図調査区位置図

1層は細~粗粒砂混粘土で、大礁を含む。堤防の盛土である。 2層はシルト混粘土で、中礁を

含む。 3層は粗粒砂混粘土で、大磯を含む。 2・3層は池を埋め立てた時の埋土である。 4層は

粗粒砂~中礁の扇状地性堆積層である。

3)検出遺構と出土遺物

検出遺構はなかった。遺物は 1層から中世の土師器、瓦器等の細片や近代以降の瓶が出土した。

2層からは中世の土師器の細片が出土した。 3層からは中世の土師器、瓦器、須恵器等の細片や

近代以降と考えられる瓶が出土した。いずれも図化はできなかった。

3. まとめ

調査では東に所在している池の西側堤防の盛土c1層)を確認し、西側に存在していた池(平成8

年度八尾市作成2500分の 1の地図には池が存在している)の埋土(2・3層)と扇状地性堆積層 (4

層)を確認した。今回の調査地は、南東から北西に低くなる谷状の地形であり、この谷を堰き止め、

池を階段状に作っていた場所で、あったことが判った。なお、 1層の堤防の盛土や2・3層の池埋

土からは中世の遺物が出土していることから、近隣に同時期の居住域が存在している可能性が高

いと考えられる。

本地の北西約250mで、平成26年 1月に行った花岡山2013-424では、弥生時代後期前半の遺構や遺

物を確認し居住域の存在が明らかになった。今回の調査では弥生時代後期の遺構・遺物はなかっ

たことから、本地より北西部に当該期の集落が展開している可能性が高くなった。
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【参考文献】
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・吉田野乃2001W史跡心合寺山古墳発掘調査概要報告書 史跡整備に伴う発掘調査の概要一』八尾市文化財調査

報告45 史跡整備事業調査報告2 八尾市教育委員会

・坪田真一2015r12 花岡山2013-424の調査JW八尾市内平成26年度発掘調査報告書 八尾市文化財調査報告75

平成26年度国庫補助事業』八尾市教育委員会
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図

版

1

調査地周辺(北から) 調査地周辺(南から)

1区全景(南から) 1 区北壁 1 ~4 層(南から)

2区全景(南から) 2 区北壁 1~4 層(南から)

3区全景(南から) 3 区北壁 1~4層 (南から )
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仁コ

1.本書は、大阪府八尾市萱振町六丁目47で実施した消防団八尾分団萱振分隊消防機械器具置場

改築工事に伴う萱振寺内町埋蔵文化財発掘調査である。

1. 本書で報告する萱振寺内町第 1次調査 (KF C2012-1)の発掘調査業務は、八尾市教育委

員会の埋蔵文化財発掘調査指示書に基づくもので、八尾市と公益財団法人八尾市文化財調査

研究会の間で、八尾市教育委員会を立会者として締結した契約により、公益財団法人八尾市

文化財調査研究会が八尾市から委託を受けて実施したものである。

1.現地調査は、平成24年12月19日~平成25年 1月 9日(外業実働 6日)に、西村公助を調査担当

者として実施した。調査面積は約27nfである。

1. 現地調査においては、伊藤静江 ・園津玲子 ・芝崎和美 ・村田知子の参加を得た。

1.内業整理は下記が行い、現地調査終了後に着手して平成27年 3月をもって終了した。

遺物実測・トレース一市森千恵子、その他一西村。

1. 本書の執筆 ・編集は西村が行った。
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E 萱振寺内町第 1次調査(K F C 2012 -1 ) 

H 萱振寺内町第 1次調査(KFC2012-1) 

1 .はじめに

萱振寺内町は、大阪府八尾市のほぼ中央部に位置している。現在の行政区画では萱振町二・三・

五・六丁目にあたり、東西約O.3km、南北約0.4kmがその範囲とされる。なお、当寺内町は、萱振

遺跡に含まれていたが、平成24年度からは遺跡名が「査振寺内町j に変更となった。今回の調査

は当研究会が萱振寺内町で行う第 1次調査である。

地理的には、旧大和川及びその支流の河川による活発な沖積作用によって形成された河内平野の

ほぼ中央部にあたり、周辺には、奈良~室町時代の居住域が存在する西郡遺跡、古墳時代初頭の

居住域が見つかっている東郷遺跡、弥生時代前期からの居住域が発見された山賀遺跡が隣接して

いる。

周辺の調査(第 1図)では、北側の萱振遺跡第19次調査で、平安時代末期頃の居住域あるいは生産

域の関連と考えられる遺構が検出されている(西村1996)。南西側の萱振2009-179では、江戸時代

の溝を検出し、『寛永通宝』が出土した。南側の萱振2007-60では、 13世紀頃の小穴を検出し、査

振2009-409では、 17世紀の土坑を検出した。萱振2008-460では、 10世紀後半'"'-'11世紀の土坑を検

出しており、 17世紀後半'"'-'18世紀の肥前系磁器碗も出土した。萱振2011-324では、 18世紀以降の

溝を検出し、 15世紀の土器も出土した。萱振2008-323では、 17世紀頃の生産域と 18世紀以降の井

戸を検出した。西側の萱振遺跡第23次調査では、 19世紀前半頃の井戸を検出した(岡田2003)。以

上から平安時代~近世の集落であることが判明している。

2. 調査概要

1)調査の方法と経過

今回の調査は、消防団八尾分団査振分隊消防機械器具置場改築工事に伴い、 6.2X4. 35m (面積

約27rruの範囲を対象に実施した。調査は調査対象範囲を東西に分割して進めた。現地調査では、

東を 1区、西を 2区と呼称した。掘削は、現地表下1.1m前後の地層を機械、以下厚さ0.3mの地

層を人力で、行った。標高はT.P.値[八尾市街区多角点10B20(南側:T. P. +6. 440m) 1を使用した。

2)基本層序

現地表下1.7mまでで4層の基本層序を確認した。 O層は盛土(T.P.+6. 4'"'-'6. 6m)である。 1層

は旧耕作土(T.P. +5. 8'"'-'6. Om)で、近代以降に比定できる。 2層は近世に比定できる遺物包含層

(T. P. +5. 6'"'-'5. 7m)で、土師器、瓦の細片が極少量出土した。 3層は土壌化層(T.P. +5. 2'"'-'5. 5m) 

で、上面では平安時代後~末期および鎌倉時代末期~室町時代の遺構を検出した。 4層は河川堆

積層 (T.P.+5. 0'"'-'5. 1m)である。

3)検出遺構と出土遺物

1層上面からは近代の井戸 1基(SE 101)、 3層上面からは鎌倉時代~室町時代の井戸 1基(S

-7-



第 1図調査地周辺図

E 102)、平安時代後~末期の井戸 1基 (SE103)・小穴 5個 (SP 101 '"'-'105)・溝 2条 (SD 1 01・102)

を検出した。

S E101 

1区の南東隅で検出した。SE 102を切る。南と東は調査区外に至るため平面形状および規模は

不明である。検出した部分では、東西1.2m、南北2.4m、深さ1.1mを測り、木板の円形枠の上に

瓦を設置していたが、瓦は枠内に倒れている状況で検出した。埋土は I黄灰色粗粒砂混粘土・ E

褐色細粒砂混粘土 .rn黄灰色粗粒砂混粘土 .IV褐灰色細粒砂混粘土 .v灰色粘土で、井戸枠内か

らは、瓦、磁器碗などの細片が出土した。この内 1点(1)を図化した。 1は磁器碗で、 18世紀代

に比定できる。

S E102 

1区の東側で検出した。SE101に遺構の南部は切られている。また、東側は調査区外に至るた

-8一



E 萱振寺内町第 1次調査(K F C 2012 -1 ) 

@ 

道路

集会所

調査地

道路 O (1 :100)2m 

第2図調査区設定図

め平面形状および規模は不明である。検出した部分の掘形は、東西1.1m、南北2.1m、深さO.7 

mを測り、南部に瓦質の枠を置いていた。埋土は a灰色粘土・ b灰色シルト混粘土・ C灰色細粒

砂混粘土・ d褐灰色粗粒砂混粘土で、掘形の d層からは、土師器、瓦質土器等が、枠内の C層か

らは須恵器、瓦質土器などの細片が出土した。この内、井戸枠 1点(2)、 C層から出土した 1点

(3)、d層から出土した 2点(4・5)を図化した。 2は径6ωOc岨mを測る筒状の瓦質井戸枠でで、ある。

内面は横方向およひ

3は瓦質鉢でで、ある。体部は上外方へ直線的に伸びび、る。口縁部は上部へつまみあげ、端部には平ら

な面を形成する。内面はナデ、外面はへラケズリを施す。 4は土師器小皿である。外反する口縁

部で、内外面ともにナデを施す。 5は瓦質羽釜である。口縁部は内湾する。鍔部は水平に短く伸

びる。内外面ともにヨコナデ、を施す。

S E103 

2区の北西部で検出した。平面形状は円形で、径約1.5mを測る素掘りの井戸である。断面形状

はU字形で、深さO.9mを測る。埋土は黒褐色細粒砂混粘土・褐色細粒砂混粘土(炭化物含む)・明

黄褐色細粒砂混粘土で、 11世紀後半の土師器、須恵器、瓦器などの細片が出土した。この内 5点(6

'" 1 0)を図化した。 6'7は土師器小皿で、ある。 6の底部は平らである。口縁部は屈曲し外反する。

7の底部は平らである。口縁部は屈曲し段を有するいわゆる「てJ宇状口縁である。 8は土師器

奮である。 9は瓦器椀である。体部は内湾し、口縁部はやや外反する。底部には断面U字形の高

台が「ハ」の字に貼付く。内外面ともに横方向を基調とするへラミガキを密に施す。 10は平瓦で

ある。凹面には布目、凸面には縄目の痕跡がある。

S P101 

1区の南西部で検出した。平面形状は円形で、径O.4mを測る。断面形状は逆台形で、中央部で

は柱痕を確認した。深さO.22mを測る。埋土は黒色細粒砂混粘土で、土師器、瓦器などの細片が

出土した。
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第4図 出土遺物実測図

S P 102 

1 • 2区で検出した。平面形状は楕円形で、長径0.65m、短径0.45mを測る。断面形状は逆台

形で、北部では柱壌を確認した。深さ0，2mを測る。埋土は黒色細粒砂混粘土で、瓦器、須恵器な

どの細片が出土した。

S P 103 

1区の北部で検出した。北側は現代井戸に切られる。検出した平面形状は円形で、径0.4mを測

る。断面形状は逆台形で、南東部では柱痕を確認した。深さ0.2mを測る。埋土は黒色細粒砂混粘

土で、土師器、瓦器などの細片が出土した。

S P 104 

2区の南部で検出した。平面形状は円形で、径0，4mを測る。断面形状は逆台形で、北西部では

住痕を確認した。深さは0.15mを測る。埋士は上から黒色細粒砂混粘土、灰色シルト混粘土で、

土師器、瓦器などの細片が出土した。

S P 105 

2区の南部で検出した。遺構の南側は調査区外に至るため形状および規模は不明である。検出

した部分の東西幅は0，55mで、深さ0.2mを測る。埋土は黒色細粒砂混粘土で、遺物の出土はなか

った。



S Dl0l 

1区の北部で検出した。遺構の北東側は調査区外に至るため、形状および規模は不明である。

検出した部分の南北幅は0.5mで、深さは0.4mを測る。埋土は褐色シルト混粘土で、土師器など

の細片が出土した。

S Dl02 

2区の南部で検出した。平面形状は東西方向に直線に伸び、幅0.2'"'-'0.3mを測る。断面形状は

U字形で、深さO.lmを測る。埋土は灰色シルト混粘土で、土師器、須恵器などの細片が出土した。

なお、南壁では、 2層上面から切り込む遺構(遺構A ・B)を確認した。両遺構ともに調査区外

に至ることや、遺物の出土はなく、規模や時期などの詳細は不明である。

地層内出土遺物

2層からは土師器、瓦が少量出土した。いずれも細片遺物であるため図化は不可能で、あった。

3. まとめ

今回の調査では、平安時代後期~末期、鎌倉時代後期~室町時代、近代の遺構を確認した。平

安時代後期~末期の遺構は第四次調査(西村1996)でも検出していることから、同時期の居住域が

本地周辺に存在していることが判った。また、鎌倉時代後期~室町時代の遺構は萱振2011-324(原

田2012)で検出し、近世~幕末の遺構は萱振遺跡第23次調査(岡田2003)で検出しており、これらか

ら、本地付近には、近世末頃までの居住域が広がっていたことが明らかになった。

【参考文献】

・西村公助 1996 fIV 萱振遺跡(第19次調査)J~財団法人八尾市文化財調査研究会報告5311 財団法人八尾市文

化財調査研究会

・岡田清一 2003 fX 萱振遺跡(第23次調査)J~財団法人八尾市文化財調査研究会報告7511 財団法人八尾市文

化財調査研究会

・原田昌則 2012 fII-3-7 萱振遺跡(2011-324)J ~八尾市内平成23年度発掘調査報告書』 八尾市文化財調査

報告69 平成23年度国庫補助事業 八尾市教育委員会
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E 郡川遺跡第22次調査(KR2014-22)



イ列 仁コ

1.本書は、大阪府八尾市黒谷二丁目地内で実施した重頭池改修工事に伴う遺構確認調査報告書

である。

1.本書で報告する郡川遺跡第22次調査(KR2014-22)の遺構確認調査業務は、八尾市教育委員

会の埋蔵文化財遺構確認調査指示書に基づき、公益財団法人八尾市文化財調査研究会が八尾

市から委託を受けて実施したものである。

1.現地調査は、平成27年 2月4日(外業実働 1日)に、坪田真ーを調査担当者として実施した。

調査面積は約10rriである。

1.現地調査においては、伊藤静江・松田逸朗の参加を得た。

1.内業整理業務は坪田が行い、現地調査終了後随時実施し、平成27年 3月に完了した。

1.本書の執筆・編集は坪田が行った。
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E 郡川遺跡第 22次調査(K R 2014 -22) 

皿郡川遺跡第22次調査(KR2014-22)

1 はじめに

郡川遺跡は八尾市の東部に位置し、現在の行政区画の郡川|一~五丁目・教興寺一~七丁目・黒

谷一~五丁目 ・垣内ー~五丁目にあたる東西約1.1km・南北約1.2kmの範囲が遺跡範囲とされてい

る。生駒山西麓から西に広がる河内平野に続く扇状地上に立地しており、地形的には西半部が

T. P. +11 ~30mを測る緩斜面、東半部が30~70mを測る急斜面となっている。 西側には旧大和川の

主流であった玉串川|・ 思智川|の氾濫原が広がっている。当遺跡は北側でフk越遺跡、南側で思智遺

跡と接しており、東側の生駒山地西麓地域一帯には、古墳時代後期の群集墳を中心とする高安古

墳群が広がっている他、東部には古代寺院である教興寺跡が存在する。

当遺跡では以前から、縄文時代後期とされる磨製石斧や、弥生 ・古墳時代の土器が採集されて

おり、北の水越遺跡、南の恩智遺跡と同様の遺跡の存在が想定されていた。最初の発掘調査は、

昭和63年に実施された八尾市教育委員会による遺構確認調査であり、古墳時代中期~後期の集落

が確認された。その後、八尾市教育委員会 ・当調査研究会により多次にわたる発掘調査が行われ

ており、当遺跡は南方の生駒山地西麓に位置する思智遺跡と同様、縄文時代には扇状地末端部に

集落が形成され、以降連綿と続く集落遺跡であると認識されている。

今回の調査地である重頭池では、市教委による遺構確認調査(89-399、90-105)や、当研究会に

よる第 1次の発掘調査(KR90-1)が行われている。池の西側堤体築造に伴う KR90-1では、

古墳時代中期~後期に比定される溝が検出され、鉄津・輔羽口・製塩土器 ・馬歯といった製鉄関

連の遺物の他、韓式系土器も出土しており注目される。

第 1図調査地位置図
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2 調査概要

1)詞査の方法と経過

今回の調査は、重頭池改修工事に伴う遺構確認調査で、当調査研究会が郡川遺跡内で、行った第

22次調査である。

調査区は 2箇所(北から 1・2区)で、平面形は東西約2.5mX南北約2.0mの長方形を呈し、面

積は約10rrfを測る。

調査は現地表下約1.6mまでについて機械・人力掘削併用により実施した。なお調査は 2区から

着手した。

調査では、調査地南西部に位置する八尾市街区補助点(30268: T. P. +34. 369m)を標高の基準と

した。

2)基本層序

1・2層は池の堆積土で、近年までのガラス瓶や陶磁器等を含む。 3層以下は水成層で、 3 ・

4 ・6層は巨離を含む土石流状の堆積である。 1区最下部で見られた 8層シノレト質粘土は地山と

考えられるが、西部で確認されている古墳時代の遺構面に対応する可能性がある。 3層以下から

遺物は出土していない。

J 

一」

~ 
(1: 1000) 

⑧ 

. 今回の調査地 (KR2014-22)

ロKR89-1

Iiiil郡川遺跡 (89-399)

回郡川遺跡 (90-105)

、、

第 2図調査区位置図
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皿郡川遺跡第 22次調査 (KR2014 -22) 

31. Om 

1区南壁(左右反転) 2区南壁(左右反転)

T. P. +32. Om 

o 1 m 
|(1  :50) 

1. 2.5Y6/4にぶい黄色極細粒砂~中磯 池の堆積土
2. 7.5Y2/2オリーブ黒色シルト~細礁池の堆積土
3. 2.5GY4/1暗オリーブ灰色巨礁混粘土~粘土質シルト
4. 2.5GY5/1オリーブ灰色細粒砂~巨磯
5. 2.5GY5/1オリーブ灰色シルト質粘土~シルト互層
6. 2.5GY6/1オリーブ灰色細粒砂~巨磯
7. 2.5GY5/1オリーブ灰色粘土~シルト互層
8. 2.5Y7/6明黄褐色シル卜質粘土

第 3図断面図

3. まとめ

今回の調査地で、は、粘土~シルトの互層や土石流状の砂磯層といった扇状地性堆積が見られた。

層相から勘案して当地は谷地形に当っているものと推測される。池の西側堤体築造に伴う郡川遺

跡89-399やKR90-1においても、南部では谷状地形が確認されているが、これに繋がる谷と捉

えられよう。

【参考文献】

・米田敏幸199017.郡川遺跡(89-399)の調査J~八尾市内遺跡平成元年度発掘調査報告書E 八尾市文化財調査報

告21 平成元年度国庫補助事業』八尾市教育委員会

. ?首 斎199112.郡川遺跡 (90-105) の調査J~八尾市内遺跡平成 2年度発掘調査報告書H 八尾市文化財調査報

告23~ 八尾市教育委員会
-原田昌則19971II郡川遺跡(第 1次調査)J~財団法人八尾市文化財調査研究会報告57~ 財団法人八尾市文化財調

査研究会
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1.本書は、大阪府八尾市山本町南七丁目地内で実施した、南山本小学校校舎改築に伴う発掘調

査報告書である。

1.本書で、報告する小阪合遺跡第47次調査(KS2013-47)の発掘調査業務は、八尾市教育委員会

の埋蔵文化財遺構確認調査指示書に基づくもので、八尾市と公益財団法人八尾市文化財調査

研究会の間で、八尾市教育委員会を立会者として締結した契約により、公益財団法人八尾市

文化財調査研究会が八尾市から委託を受けて実施したものである。

1.調査は当調査研究会 坪田真ーが担当した。

1.現地調査は、平成26年 1月6日・ 7日(現場実働 2日)に実施した。調査面積は約15nfである。

1.現地調査には飯塚直世・市森千恵子・芝崎和美・村田知子が参加した。

1.本書に係る内業整理は下記が行い、現地調査終了後に着手して平成27年 3月をもって終了し

た。

遺物実測一伊藤静江・村田。

遺物トレースー市森。

1.本書の執筆・編集は坪田が行った。
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W 小阪合遺跡第 47次調査(K S 2013 -47) 

W 小阪合遺跡第47次調査 (KS 2013-47) 

1 .はじめに

小阪合遺跡、は八尾市のほぼ中央に位置し、現在の行政区画で、は小阪合町一・二丁目、南小阪合

町一・二・四丁目、青山町一~五丁目、若草町、山本町南七・八丁目がその範囲にあたる。地理

的には旧大和川の主流である長瀬川 と玉串川に挟まれた沖積地上に位置し、同地形上で東郷遺

跡・成法寺遺跡・矢作遺跡・中田遺跡と接している。当遺跡内で、は昭和57年以降、土地区画整理

事業等に伴う発掘調査が、大阪府教育委員会・八尾市教育委員会・当調査研究会により実施され

ている。これらの調査成果から、当遺跡は弥生時代中期から近世に至る遺跡であることが確認さ

れている。

今回の調査地は遺跡範囲南東部に当たり、周辺では北部で第28次調査、西部で第 6次・第16次・

第42次調査を、また南部では第46次調査の他、中田遺跡第31次 ・36次・第41次調査を当調査研究

会が実施している。主な調査成果としては、第28次調査や中田遺跡第36次調査では弥生時代後期

の方形周溝墓や土器棺墓からなる墓域が確認されている。また第42次調査の古墳時代初頭の溝か

ら出土した船や鹿を描いた手;培り形土器は、絵画土器研究において重要な資料となっており特筆

される。

第 1図

円
叶
d



2. 調査概要

1)調査の方法と経過

今回の調査は、八尾市山本町南七丁目地内の市立南山本小学校校舎改築に伴う調査で、当調査

研究会が小阪合遺跡内で、行った第47次調査である。

調査区平面形は東西約5.0mX南北約3.0mの長方形を呈し、面積は約15rrfを測る。

調査は、現地表下約2.6mまでについて機械・人力掘削併用により実施した。当初は約3.0mま

でを確認する予定であったが、下部の砂層からの湧水が著しく壁面崩壊の危険が生じたために途

中で断念した。

調査では、調査地北東部交差点に位置する八尾市街区多角点(10D65: T. P. +9. 730m)を標高の基

準とした。

⑧ JL ~L 

O 
校舎

じこコ

円
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体育館
(KS94-28) 

(1 :1000) 

第2図調査区位置図
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N 小阪合遺跡第 47次調査(K S 2013 -47) 

2)基本層序

O層は盛土・撹乱である。 1層は旧耕土である。 2・3層も撹枠された作土で、時期は近世と

考えられる。 4層は細粒砂~極粗粒砂からなる水成層で、洪水砂と考えられる。 5・6層は撹枠

された作土である。 5層からは土師器、須恵器片が少量出土した。 7層は湿地性の水成層である。

8層は暗色を呈する土壌化層で、弥生時代後期頃の遺物包含層である。 9層は静水性の水成層で、

上部は土壌化する。 10層は細粒砂~極粗粒砂からなる水成層で、湧水の激しい河川堆積である。

T. P. +10. Om 西壁 北壁

O 

6 
7 

豆二二一一一一→
l_________~_ _， 
-一一一ー一一ーーー寸一一一一一 l

10 
L一一ーーーーーー_.

80mt主コ寸
ぞ三 9

7.0m 

O.盛土・撹舌L
1. 7.5Y4/1灰色極細粒砂~細粒砂混シルト 旧耕土
2. 5Y6/1灰色シルト~極組粒砂撹梓作土
3. 5Y6/2灰オリーブ色細粒砂~細磯多混粘土 Fe斑撹梓作土
4. 10YR7/31こぶい黄櫨色細粒砂~極粗粒砂 水成層(洪水砂)
5. 2.5Y6/2灰黄色細粒砂~細礁混粘土 Fe斑撹枠作土
6. 7.5Y6/1灰色極細粒砂~極粗粒砂少混粘土 Fe斑多 撹持作土
7. 10Y6/1灰色粘土 Fe斑 炭 酸 鉄水成層
8. 10Y3/1オリーブ黒色粘土 土壌化層(弥生後期遺物包含層)
9. 5GY5/1オリーブ灰色シルト質粘土水成層 上部土壌化
10. 2.5Y6/3にぶい黄色細粒砂~粗粒砂水成層(河川堆積)

A. 5GY4/1暗オリーブ灰色シルト質粘土 炭

第 3図断面図

3)検出遺構と出土遺物

平面的には捉えられなかったが、西壁南部において 9層上面

(T. P. +8. 1 m)から切り込む遺構状の落ち込み(A層)を確認し

た。 A層は西壁において北から南に約15cm落ち込むもので、埋

土は炭を含む単層である。遺物等は見られなかったが、 8層出

土遺物から勘案して遺構の時期については弥生時代後期が考え

られる。

地層内出土遺物では 1""'3を図化した。 1は5層出土の土師

器窒口縁部である。口縁端部内面に段を成すもので、時期は古

円

L

2 

3 

1m 

O 

て 71 

健三韮豆寄二二二手会
2

O 

』函占
4)

10cm 

第4図出土遺物



代頃に比定されよう。 2・3は8層出土の弥生土器である。 2は費、 3は広口壷で、共に口縁端

部外面に回線を巡らせるもので、生駒西麓産の胎土である。後期前半に比定されよう。

3. まとめ

今回の調査では、弥生時代後期、古代~中世頃の遺構・遺物を検出した。出土遺物量はコンテ

ナ1箱を数える。

弥生時代後期では遺物包含層 (8層)の他、断面において遺構も確認した。北西約30mの体育館

建設時に実施した第28次調査では、方形周溝墓や土器棺墓から構成される弥生時代後期の墓域が

検出されている。今回も同時期の遺構・遺物が検出され、集落域が東に広がることが確認された。

同調査では古代末~中世の生産関連遺構を確認しているが、本調査の 5・6層がこれに相当する

と考えられ、該期の生産域が広がることも判明した。

【参考文献】

・河村恵理2008r1 小阪合遺跡第28次調査(KS 94-28) J W小阪合遺跡 財団法人八尾市文化財調査研究会報告

116J]財団法人八尾市文化財調査研究会

・西村公助2000r咽 中田遺跡第36次調査(NT97-36)JW財団法人八尾市文化財調査研究会報告66J]財団法人八

尾市文化財調査研究会

・坪田真一・木村健明2009r 1 小阪合遺跡第42次調査(KS 2007 -42) J W財団法人八尾市文化財調査研究会報告

126J]財団法人八尾市文化財調査研究会

-原田昌良Ij1996rVI 中田遺跡第31次調査(NT95-31)JW財団法人八尾市文化財調査研究会報告54J]財団法人八

尾市文化財調査研究会
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V 田井中遺跡第21次調査(TN2013-21) 



例 一口

1.本書は、大阪府八尾市田井中三丁目地内(志紀小学校)で実施した志紀小学校校舎増築工事に

伴う田井中遺跡埋蔵文化財発掘調査報告書である。

1.本書で報告する田井中遺跡第21次調査(TN2013-21)の発掘調査業務は、八尾市教育委員会

の埋蔵文化財発掘調査指示書に基づくもので、八尾市と公益財団法人八尾市文化財調査研究

会の問で、八尾市教育委員会を立会者として締結した契約により、公益財団法人八尾市文化

財調査研究会が八尾市から委託を受けて実施したものである。

1.現地調査は、平成25年12月26日(外業実働 1日)に、樋口 蕪を調査担当者として実施した。

調査面積は約9.0ばである。

1.現地調査においては、園津玲子・村田知子の参加を得た。

1.内業整理は下記が行い、現地調査終了後に着手して平成27年 3月をもって終了した。

デ、ジタノレトレースー樋口

1.本書の執筆・編集は樋口が行った。
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V 田井中遺跡第21次調査(TN2013-21) 

1 はじめに

大阪府の東部に所在する八尾市は、東を生駒山地、西を上町台地、南を羽曳野丘陵、北を淀川

によって区画された河内平野の南東部に位置する。今回報告する田井中遺跡は、本市の南部、現

在の行政区画では、田井中一~四丁目、志紀町西二丁目、空港一丁目の東西約 0.9km、南北約 O.9 

kmがその範囲とされている。地形的には、旧大和川の主流である長瀬川の左岸、平野川の右岸に

形成された沖積地上に立地する。現地表面高は、遺跡南東端が最も高く T.P.+12.3m前後、北西

端が最も低く T.P. +10. 1m前後で、ある。比高差は約 2.2mを測り、南東から北西に傾斜する地勢を

有する。

田井中遺跡は、 1975(昭和 50)年に陸上自衛隊八尾駐屯地内で、行われた下水道工事の際、弥生土

器が出土したことによりその存在が確認された。その後、当研究会による本格的な発掘調査が

1982 (昭和 57)年に実施されたのを端緒に、今日に至るまで、大阪府教育委員会、(財)大阪府埋蔵

文化財協会、(財)大阪府文化財調査研究センタ一、八尾市教育委員会、当研究会による多次に亘

る調査が、主と して遺跡の南西~南部において行われてきた。その結果、縄文時代晩期以降の複

合遺跡として周知されるようになった。特に、遺跡の南西部(駐屯地西部)では、弥生時代前~中

期の居住域や墓域を構成した遺構群をはじめ、これらに伴う遺物が多量に出土しており、当該期

の集落の中心がこの付近に存在したことを示唆する成果として特筆される。

本遺跡の周辺には類似した地形環境が形成されており、数多くの遺跡が密集している。北には

⑮
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老原遺跡や奈良時代の瓦が出土した五条宮跡が位置するほか、北東には、弥生時代前期以降、水

田耕作を中心とした生産関連遺構を連綿と検出した志紀遺跡が接している。特に弥生時代中期初

頭~古墳時代前期にかけては、広義において居住域の田井中遺跡、生産域の志紀遺跡として、密

接に関わりながら遺跡が形成されているものと考えられている。一方東には、長瀬川を挟んで弓

削遺跡や東弓削遺跡が対峠している。この内弓削遺跡では、弥生時代後期の遺物が多量に出土し

た大溝をはじめ、東部瀬戸内地域からの搬入品を含む多量の土器が出土した井戸や溝を検出して

おり、柏原市本郷遺跡とともに、当該期の大規模な居住域を形成していた可能性が高くなった。

また、古墳時代後期の埴輪も出土しており、当地付近には埋没古墳が存在する可能性が高い。東

弓削遺跡では、弥生時代後期~古墳時代初頭の居住域に伴う遺構、遺物を検出したほか、古墳時

代中~後期に埴輪も出土しており、弓削遺跡同様、埋没古墳の存在を垣間見る成果を得た。さら

に、奈良~平安時代に比定される瓦も出土しており、古代寺院の存在を示唆する成果として注目

される。南~西にかけては木の本遺跡が展開している。当遺跡は、遺跡の西部に位置する南木の

本三丁目付近を中心に、弥生時代中期前半、古墳時代初頭前半~後半、古墳時代前期前半、古墳

時代中期、平安時代後期の居住域に伴う遺構、遺物が重層的に検出された。また、田井中遺跡に

近い空港一丁目付近を中心とする木の本遺跡東部では、弥生時代前期の居住域や墓域に伴う、遺

構、遺物が確認されている。しかし、これ以後は、古墳時代前期の墓域に関連する可能性が高い

遺構、遺物が検出されたのみであり、相対的に遺跡の密度は希薄と言えよう。中世以降は、志紀

遺跡同様、生産域として利用されていた可能性が高い。

2 調査概要

1)調査の方法と経過

今回の発掘調査は、志紀小学校校舎増築工事に伴うもので、当研究会が田井中遺跡で実施した

第 21次調査にあたる。調査は、八尾市教育委員会作成の調査指示書に基づき、現地表(1.P.+11.3

m前後)下 3.0m前後まで、を重機と人力を併用して掘削し、平面的な調査を実施、遺構・遺物の検

出に努めた。調査区は 1ヶ所(東西長約 3.0m、南北長約 3.0mの正方形)で、面積は約 9.0 rrfを測

る。調査で使用した標高の基準は、八尾市街区補助点 4C128(調査地北東T宇交差点:1. P. +11. 850 

m)である。

調査の結果、現地表下0.65mlこおいて旧作土層が存在するほか、その下位にも作土層が複数層

存在すること確認した。また、これより下位には、河川堆積層や湿地性堆積層が互層を成して厚

く堆積する様相が確認された。

2)基本層序

現地表(T.P. +11. 3m)下0.65m前後まで、は、現代の整地に伴う客土・盛土層 (0層)である。以下

現地表3.0m前後までの2.35m聞において13層の基本層序を確認した。 1層は旧作土層 (T.P.+10.6

""'10.7m)である。 2""'5層は作土層 (2層:T. P. +10. 5""'10. 6m 3層:T. P. +10. 5m 4層:

T. P. +10. 4m 5層:T. P. +10. 3m)である。 6・7層は河川堆積層 (6層:1.P.+10.1m 7層:

T. P. +9. 9m)である。 8・9層は湿地性堆積層 (8層:T. P. +9. 7 m 9層:T. P. +9. 5m)である。 10

層は河川堆積層(1.P. +9. 3)である。 11層(1.P. +8. 9m)は作土層の可能性がある。 12・13層は湿地

性堆積層(12層:T. P. +8. 8m 層:T. P. +8. 6m以下)である。
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V 田井中遺跡第 21次調査 (TN2013-21)

⑧ 

今回の調査区• 
L | 

O ( 1 : 1000) 50m 

第2図調査区位置図

O層:現代の整地に伴う客土・盛土層

1層:暗灰色(N3/)粘土質シルト

旧作土層 (T.P.+10.6~10. 7m) である。層厚は1O~20cmを測る。グライ化の極めて顕著な撹

持層である。

2層:オリーブ色(2.5Y5/1)粘土質シルト

グライ化の進行した作土層 (T.P.十10.5~10. 6m) である。層厚は1O~20cm。

3層:暗灰黄色(2.5Y5/2)粘土質シルト

作土層(T.P. + 10. 5m)である。層厚は10cmを測る。グライ化の顕著な撹持層であるが、部分

的に雲状酸化鉄分の沈着を認める。

4層:にぶい黄燈色(10YR6/3)粘土質シルト

作土層(T.P. +10. 4m)である。層厚は約10cmを測る。撹枠層、 3層同様、部分的に雲状酸化

鉄分の沈着を確認した。

5層:灰オリープ色(5Y6/2)粘土質シルト~シルト

作土層(T.P. + 10. 3m)である。層厚は20cm前後を測る。

円，a
円
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6層:明黄褐色(1OYR7/6) "-'青灰色(5BG6/1)シルト~細粒砂

砂質優勢の河川堆積層 (T.P. +10. 1m)である。層厚は20"-'30cmで、ある。

7層:灰色(N5/)粘土質シルト~シルト

シルト優勢の河川堆積層(T.P. +9. 9m)である。層厚は20cmを測る。

8層:灰色(N4/)粘土質シルト~シルト

湿地性堆積層 (T.P. +9. 7m)である。層厚は20cm前後を測る。

9層:灰オリーブ色(7.5Y5/2)粘土質シルト~シノレト

湿地性堆積層(T.P. +9. 5m)である。層厚は20cm。

10層:灰色(N6/)シルト~粗粒砂

ラミナ構造が発達した河川堆積層(T.P. +8. 4m)である。層厚は30cmを測る。

11層:黒褐色(7.5YR3/2)粘土質シルト~シルト

作土層の可能性がある地層(T.P. +8. 9)である。層厚は10cmで、ある。

12層:暗オリーブ灰色(2.5GY4/1)シルト質粘土~粘土質シルト

湿地性堆積層(T.P. +8. 8m)である。植物遺体や炭酸カルシウム塊を多く含む地層である。

閉塞した環境下で形成された泥状の堆積層である。層厚は40cmを測る。

13層:緑灰色(10G5/1)シノレト質粘土

湿地性堆積層(T.P. +8. 6m以下)である。爽雑物を含まないきれいな地層である。グライ化

が顕著である。

3)検出遺構と出土遺物

なし。

3. まとめ

本地の南に隣接する地点では第 20次調査が行われており、現地表下 2.2m前後(T.P. +9. Om前

後)において、古墳時代中期に比定される作土層が存在することを確認した。今回の調査における

11層は、検出レベルや層準から勘案すると、その対応層の可能性が高い。地層の胎土分析等を行

っていないため、詳細は不明であるが、古墳時代中期の本地周辺の土地利用を推測する上で、鍵

を握る地層と言えよう。

【参考文献】

・岡田清一20061 1 田井中遺跡(第20次調査)J ~財団法人八尾市文化財調査研究会報告93J1財団法人八尾市文

化財調査研究会
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VI 水越遺跡第17次調査(MK2014-17)



例 仁コ

1.本書は、大阪府八尾市水越二丁目、大字大窪地内で実施した 7次第70号配水管整備工事に伴

う水越遺跡埋蔵文化財発掘調査である。

1.本書で報告する水越遺跡第17次調査 (MK2014-17)の発掘調査業務は、八尾市教育委員会

の埋蔵文化財発掘調査指示書に基づくもので、八尾市と公益財団法人八尾市文化財調査研究

会の間で、八尾市教育委員会を立会者として締結した契約により、公益財団法人八尾市文化

財調査研究会が八尾市から委託を受けて実施したものである。

1.現地調査は、平成26年10月2日~平成27年 1月14日(外業実働 8日)に、西村公助を調査担当

者として実施した。調査面積は約32rrfである。

1.現地調査においては、飯塚直世・小野聡美・芝崎和美・園津玲子・右松浩子・松田逸朗の参

加を得た。

1.内業整理は下記が行い、現地調査終了後に着手して平成27年 3月をもって終了した。

トレースー西村。

1.本書の執筆・編集は西村が行った。
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VI 水越遺跡第 17次調査 (MK2014 -17) 

VI 水越遺跡第17次調査(MK2014-17)

1 .はじめに

水越遺跡は大阪府八尾市の北東部に位置し、現在の行政区画では西高安町一丁目、水越二・玉・

七丁目、千塚ー~三丁目、服部川一~七丁目、神立一丁目、及び千塚、大窪、 山畑、服部川一帯

の約1.2krn四方がその範囲とされている。地形的には生駒山西麓から河内平野に続く扇状地上に立

地し、西側には旧大和川の主流であった玉串川・恩智川の氾濫原が広がっている。当遺跡は北側

で太田川遺跡・大竹遺跡、南側で郡川遺跡 ・高麗寺跡に接しており、東側には高安古墳群・高安

千塚古墳群が広がっている。

当遺跡では、大正 9年に清原得巌氏により石嫉が採集されて以来、縄文時代の石器や弥生~古

墳時代の土器・玉作関係資料が多く採集され、「高安遺跡」 ・「千塚遺跡」等の名称で遺跡の存在が

知られていた。昭和53年には最初の発掘調査として、大阪府教育委員会によって大阪府立清友高

等学校建設に伴う調査(S53府教委)が実施された。調査では既知の採集資料と同様の成果が得られ

た他、弥生~古墳時代の集落遺構(井戸・溝・方形周溝墓・方墳・土器棺等)、中世の集落遺構(掘

立柱建物・井戸等)が検出された。その後、八尾市教育委員会・当研究会により多次にわたる発掘

調査が行われており、これらの調査成果から、当遺跡は縄文時代中期~近世の複合遺跡であるこ

とが認識されている。特筆すべき成果として、遺跡範囲北部に当たる研究会第 2次調査(MK89-2)

では、南北方向に伸びる弥生時代中期の大溝が検出され、環濠集落の存在が推定されている。

今回の調査地の 1区は第 2次調査の北西約100m、2区は南西約200mlこ所在し、いずれも東高

野街道上に位置する。
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2. 調査概要

1)調査の方法と経過

今回の調査は、 7次第70号配水管整備工事に

伴う調査で、当調査研究会が水越遺跡内で、行っ

た第17次調査(MK2014-17)である。

調査区は発進立坑(1区)、到達立坑(2区)の

2箇所である。 1区の平面形状は、南北に長い

楕円形で東西幅約3.0、南北幅約7.4mを測り面

積は22.2ばである。 2区の平面形状は、円形で

直径約3.5mを測り面積は9.6nfである。調査は、

1区が現地表(T.P. +14. 8m)下約3.4m、2区が

現地表 (T.P. +15. 4m)下約4.0mについて、人

力・機械掘削を併用して実施した。調査で使用

した標高は八尾市街区補助点3A484( 1区の西

部:T. P. +14. 933m)である。

2)基本層序

1区の現地表下0.9mまで、は、現代の整地に伴

う客土・盛土層、及び撹乱(0層)である。以下

現地表下3.4m前後までの2.5m聞において 7層

の基本層序を確認した。 1'""'""'6層は扇状地性堆

積層(1層:T. P. +13. 9m 2層:T. P. +13. 8m 

3層 :T.P.+13.6m 4層 :T.P.+13.4m 5層:

T. P. +13. 2m 6層:T. P. +12. 9m)である。 7層

は湿地性堆積層 (T.P.+7. 9'""'""'8. 1m)である。

2区の現地表下1.3mまでは、現代の整地に伴

う客土・盛土層、及び撹乱(0層)である。以下

現地表下4.0m前後までの2.7m間において 6層

の基本層序を確認した。 1層は旧作土層

(T. P. +14. 1m)である。 2'""'""'6層は扇状地性堆積

層(2層:T. P. + 13. 8m 3層:T. P. +13. 7m 4 

層:T.P. +12. 5'""'""'13. 6m 5層:T.P.+13.2m 6 

層:T. P. +11. 5'""'""'11. 8m)で

ある。

3)検出遺構と出土遺物

1 . 2区ともに遺構の検出及び遺物の出土は

なかった。

⑧ 

1 

今回の調査地
M K2014-17 

1区

今回の調査地
MK2014-17 

2区

高安中学校

O (1 :2500) 5Om 

第2図調査区位置図
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0:客土・盛土層
1 : 2.5Y3/1黒褐色シルト~細粒砂(扇状地性堆積層)
2 : 2.5Y3/2黒褐色粗~細粒砂(扇状地性堆積層)
3 : 10YR2/1黒色細傑混粗粒砂(扇状地性堆積層)
4 : 10YR6/1褐灰色組粒砂(扇状地性堆積層)
5-1 : 10YR4/1褐灰色シルト~細粒砂(扇状地性堆積層)
5-2 : 10YR5/6黄褐色磯混組粒砂(扇状地性堆積層)
6 : 10BG5/1青灰色磯混細~粗粒砂(扇状地性堆積層)
7 : 10YR2/1黒色粘土質シルト(湿地性堆積層)

O 客土・盛土層
1 : 5Y3/1オリーブ黒色細粒砂混粘土(旧作土層)
2 : 10YR5/6黄褐色シルト(扇状地性堆積層)
3 : 10YR4/6褐色磯混組粒砂(扇状地性堆積層)
4 : 10YR4/4褐色粘土質シルト(扇状地性雄積層)
5 : 5B4/1暗青灰色シルト(扇状地性堆積層)
6 : 10Y5/1灰色細~組粒砂(扇状地性堆積層)

O (1 :50)1m 

第 3図 壁画図
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3. まとめ

今回の調査地では、 1. 2区ともに扇状地性堆積層を確認し、両調査区ともに谷地形に位置し

たことが判明した。

調査地周辺では、 1区の南東約100mに位置する水越遺跡第2次調査(西村1997)、2区の北約100

mに位置する昭和57年度市教委調査(西村1983)、 2区の北東約150mに位置する水越遺跡

(2006-164)の調査(西村2007)が実施され、弥生時代中期などの遺構や遺物を確認し、居住域の存

在が明らかになっている。本地では遺構および遺物は皆無であり、当該期の居住域は 1・2区間

に発達した尾根上に展開している可能性が高くなった。

【参考文献】

・西村公助 19831第 2章 水越遺跡発掘調査概要報告J~八尾市埋蔵文化財発掘調査概要』昭和 56 ・ 57 年度 財

団法人八尾市文化財調査研究会報告 3 財団法人八尾市文化財調査研究会

-西村公助 1997IV 水越遺跡第 2次調査(MK89-2)J~財団法人八尾市文化財調査研究会報告 5711 財団法人八

尾市文化財調査研究会

-西村公助 200712 -22 水越遺跡(2006-165)の調査J~八尾市内遺跡平成 18 年度発掘調査報告書』八尾市文化

財調査報告 55 平成 18年度国庫補助事業 八尾市教育委員会
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VI 水越遺跡第 17次調査 (MK  2014 -17) 

1区北壁6・7層(南から)1 区北壁 3~5 層 (南から )
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2区調査地周辺(北から)
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2区北壁 5・6層(南から)
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W 八尾南遺跡第37次調査(yS 2012-37) 



例 一口

1.本書は、大阪府八尾市西木の本四丁目 1番 5で実施した地中埋設物調査(大正住宅二期工区

余剰地敷地調査)に伴う埋蔵文化財遺構確認調査である。

1.本書で報告する八尾南遺跡第37次調査 (yS 2012-37)の発掘調査業務は、八尾市教育委員

会の埋蔵文化財発掘調査指示書に基づくもので、八尾市と公益財団法人八尾市文化財調査研

究会の間で、八尾市教育委員会を立会者として締結した契約により、公益財団法人八尾市文

化財調査研究会が八尾市から委託を受けて実施したものである。

1.現地調査は、平成24年11月20・21日(外業実働 2日)に、西村公助を調査担当者として実施し

た。調査面積は約43.75trIである。

1.現地調査においては、飯塚直世・伊藤静江・竹田貴子の参加を得た。

1.内業整理は下記が行い、現地調査終了後に着手して平成27年 3月をもって終了した。

トレース 西村。

1.本書の執筆・編集は西村が行った。

本文目次
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四 八尾南遺跡第 37次調査(Y S 2012 -37) 

vn 八尾南遺跡第37次調査(yS 2012-37) 

1 .はじめに

大阪府の東部に所在する八尾市は、東を生駒山地、西を上町台地、南を羽曳野丘陵、北を淀川|

によって区画された河内平野の南東部に位置する。今回報告する八尾南遺跡は、本市の南西部、

現在の行政区画では、西木の本一~四丁目、若林町一~三丁目の東西約 0.51也、南北約1.3 kmが

その範囲とされている。地形的には、遺跡の大部分を旧大和川水系により形成された沖積平野が

占めるほか、南端部には羽曳野丘陵から派生した河内台地が、西端部には河内台地からさらに連

なる上町台地が展開している。現地表面高は、遺跡南端部が最も高く T.P.+12. Om前後、 北端部

が最も低く T.P.+10. Om前後で、ある。比高差は約 2.0mを測り、南から北に傾斜する。

八尾南遺跡は、 1973(昭和 48)年の地下鉄八尾南駅建設工事により発見された遺跡である。これ

を受けて行われた八尾南遺跡調査会による発掘調査では、弥生~古墳時代の居住域や墓域に伴う

遺構、遺物が多数検出された。その後、大阪府教育委員会をはじめ、(財)大阪府文化財センタ一、

八尾市教育委員会、当調査研究会により断続的に調査が行われ、旧石器時代~中世にかけての複

合遺跡と して認識されるようになった。

本遺跡の周辺には、数多くの遺跡が密集している。北東部~南東部には弥生時代~中世の複合

遺跡である木の本遺跡や太田遺跡が存在するほか、 北部~西部には旧石器時代~中世の複合遺跡、

で、本遺跡と各時代を通じて連続性が認められる長原遺跡が隣接している。

(1 :5000) 200m 
入也、，:.l亀緯

第 1図調査地周辺国
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2. 調査概要

1)調査の方法と経過

今回の調査は、地中埋設物調査に伴うも

ので、当調査研究会が八尾南遺跡内で行っ

た第37次調査である。

調査は、平面規模約2.5x2. 5m、面積6.25rrf 7ヶ所(北西から 1'"'-'7区 総面積43.75rrf)につい

て、現地表下1.Om前後の範囲を機械と人力を併用し行った。

地区割については調査地西側で、当研究会が行った八尾南第 27次調査で使用した地区割を北東

部に延長する方法を取った。座標は国土座標第VI系(新座標:世界測地系)を使用し、標高は T.P. 

今回の調査地の周辺では、北西約150mの

第四次調査地で古墳時代中期の居住域を確

認しており、同時期の韓式系土器が多数出

土している(原田2008)。また、東約50mの

第7次調査では、古墳時代前期、古墳時代

中期~後期、古墳時代後期~奈良時代、平

安時代後期~鎌倉時代初頭にかけての生産

域(西村1993)の存在が明らかになってい

る。

⑧:埼 ijjj::?!?A尾市街区 :7 :7 i7 

t~~o~~~長。一昨十一手一 土一一一

b制X=-15市前5邸520川3次調査区{T(.i....~.幻7次次;謂査区 : 
¥ 1. (今回の調査)f.

~'\'\irt2!i ..........................12区

tー155220 • '3区

X=ー155 • 5区

X=-155260 

が百52807 今 一←一一一

O 50m (1 : 1500) 

第2図調査区位置図

値[八尾市街区多角点 20C32(北西側:T. P. +10. 005m) 1を使用した。

2)基本層序

O層 盛土・客土。層厚は約O.5'"'-'0. 7mを測る。

1層 暗青灰色細粒砂混粘土(T.P.+9. 6'"'-'9. 7m)。旧耕作土。層厚は約0.1'"'-'0.2mを測る。近代以

降に比定できる。

2層 褐灰色細粒砂混粘土(T.P.+9. 5'"'-'9.6m)。作土層で、上面は撹枠を受け土壌化している。層

内からは近世の土師器、瓦の細片が極少量出土した。層厚は約0.2mを測る。近世に比定で

きる。

3層 青灰色シノレト混粘土(T.P.+9.3'"'-'9.4m)。作土層で、上面は撹枠を受け土壌化している。層

厚は約O.lmを測る。中世に比定できる。

4層 灰色細砂(T.P. +9. 2m)。河川堆積層で、層厚は約O.lm以上を測る。

3)検出遺構と出土遺物

1区の 1層上面からは近代以降の溝1条(SDl01)を検出した。

S Dl0lは、東西方向に伸び、幅0.7m、深さ0.5mを測る。埋土は褐灰色粗粒砂混粘土(黒色粘

土のブロック混入)で、ガラスやスレートの細片が出土した。

。。
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八尾南遺跡第 37次調査(Y S 2012 -37) 
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3. まとめ

今回の調査では、中世・近世・近代の作土層を確認した。これらの作土層は、第7次(西村1993)

や第33次調査(西村2009)でも検出していることから、調査地一帯には生産域が広がっていたこと

が明らかになった。

【参考文献】

・西村公助1993r羽 八尾南遺跡第 7次調査(YS86-7)J W八尾市埋蔵文化財発掘調査報告皿Jl(財)八尾市文化財

調査研究会報告41(財)八尾市文化財調査研究会

・原田昌則2008W八尾南遺跡第18次発掘調査報告書』 大阪防衛施設局共同住宅建て替え工事に伴う (財)八尾

市文化財調査研究会報告117(財)八尾市文化財調査研究会

-西村公助2010rrn 八尾南遺跡第33次調査(YS2009-33)J W(財)八尾市文化財調査研究会報告131J](財)八尾市

文化財調査研究会
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vn 八尾南遺跡第 37次調査(Y S 2012 -37) 

図
版

1

調査地周辺(北東から) 1区 S D101 (東から)

2区 3層上面全景(南から) 3区 3層上面全景(南から)

4区 3層上面全景(南から) 5区 3層上面全景(南から)

6区 3層上面全景(南から) 7区 3層上面全景(北から)
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VIII 八尾南遺跡第39次調査(yS2013-39) 



例 仁コ

1.本書は、大阪府八尾市西木の本三丁目83番、 123番及び西木の本四丁目 1番 2で実施した大

正中学校校舎改築に伴う埋蔵文化財遺構確認調査である。

1.本書で報告する八尾南遺跡第39次調査 (YS2013-39)の発掘調査業務は、八尾市教育委員

会の埋蔵文化財発掘調査指示書に基づくもので、八尾市と公益財団法人八尾市文化財調査研

究会の問で、八尾市教育委員会を立会者として締結した契約により、公益財団法人八尾市文

化財調査研究会が八尾市から委託を受けて実施したものである。

1.現地調査は、平成25年12月26・27日(外業実働 2日)に、西村公助を調査担当者として実施

した。調査面積は約 9ITIである。

1.現地調査においては、芝崎和美・村井俊子の参加を得た。

1.内業整理は下記が行い、現地調査終了後に着手して平成27年 3月をもって終了した。

トレースー西村。

1.本書の執筆・編集は西村が行った。

本文目次
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Vsl 八尾南遺跡第 39次調査(Y S 2013 -39) 

VIII 八尾南遺跡第39次調査(yS 2013-39) 

1 .はじめに

大阪府の東部に所在する八尾市は、東を生駒山地、西を上町台地、南を羽曳野正陵、北を淀川

によって区画された河内平野の南東部に位置する。今回報告する八尾南遺跡は、本市の南西部、

現在の行政区画では、西木の本一~四丁目、若林町一~三丁目の東西約 0.5km、南北約1.3 kmが

その範囲とされている。地形的には、遺跡の大部分を旧大和川|水系により形成された沖積平野が

占めるほか、南端部には羽曳野正陵から派生した河内台地が、西端部には河内台地からさらに連

なる上町台地が展開している。現地表面高は、遺跡南端部が最も高く T.P. +12. Om前後、北端部

が最も低く T.P. +10. Om前後で、ある。比高差は約 2.0mを測り、南から北に傾斜する。

八尾南遺跡は、 1973(昭和 48)年の地下鉄八尾南駅建設工事により発見された遺跡である。これ

を受けて行われた八尾南遺跡調査会による発掘調査では、弥生~古墳時代の居住域や墓域に伴う

遺構、遺物が多数検出された。その後、大阪府教育委員会をはじめ、(財)大阪府文化財センタ一、

八尾市教育委員会、当調査研究会により断続的に調査が行われ、旧石器時代~中世にかけての複

合遺跡として認識されるようになった。

本遺跡の周辺には、数多くの遺跡が密集している。北東部~南東部には弥生時代~中世の複合

遺跡である木の本遺跡や太田遺跡が存在するほか、北部~西部には旧石器時代~中世の複合遺跡

で、本遺跡と各時代を通じて連続性が認められる長原遺跡が隣接している。
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今回の調査地の周辺では、北

西約80mの第18次調査地で、古墳

時代中期の居住域を確認してお

り、同時期の韓式系土器が多数

出土している(原田2008)。また、

南約50mの第33次調査で、は、古

墳時代中期の遺物包含層を確認

している。 さらに、南東約150

mの第 7次調査では、古墳時代

前期、古墳時代中期~後期、古

墳時代後期~奈良時代、平安時

代後期~鎌倉時代初頭にかけて

の生産域の存在(西村1993)が明

らかになっている。

2. 調査概要

1)調査の方法と経過

大正中学校

今回の調査地

YS2013-39 • 

• YS2009-33 

O ( 1 :200) 5Om 

第 2図調査区位置図

今回の発掘調査は、大正中学校校舎改築に伴 うもので、当研究会が八尾南遺跡で実施した第 39

次調査にあたる。調査は、八尾市教育委員会作成の調査指示書に基づき、現地表 (T.P. + 10. 1m前

後)下 3.0m前後までを重機と人力を併用して掘削し、平面的な調査を実施、遺構 ・遺物の検出に

努めた。調査区は 1ヶ所(東西長約 3.0m、南北長約 3.0mの正方形)で、 面積は約 9.0 rrfを測る。

調査で使用した標高の基準は、八尾市街区多角点 20C32 (調査地南部:T. P. +10. 005m)である。

2)基本層序

現地表(T.P. +10. 1m前後)下 0.6m前後までは、現代の整地に伴 う客土・盛土層、及び撹乱(0層)

である。以下現地表下 3.0m前後までの 2.5m聞において 10層(1 "-'10層)の基本層序を確認した。

O層:現代の整地に伴 う客土・盛土層、および撹乱

1層 :10YR4/4褐色細粒砂混粘土

旧作土層 (T.P. +9. 6m)である。層厚は約0.2mを測る。全体的に雲状酸化鉄分の沈着を確認

した。

2層:10YR6/1褐灰色シルト混粘土

作土層 (T.P. + 9.4'"'-'9. 5m)である。層厚は0.1'"'-'0.2mを測る。全体的に雲状酸化鉄分の沈

着を確認した。土師器の細片が極少量出土した(第 1面)。

3層 5B5/1青灰色粘土

湿地性堆積層 (T.P. +9. 3m)である。層厚は0.2mを測る。

4層 5B6/1青灰色細粒砂~シノレト

河川堆積層 (T.P. +9. 1 '"'-'9. 2m)である。層厚はO.3"-'0. 4mを担IJる。土師器の細片が極少量出

土した。
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O層:現代の整地に伴う客土・盛土層、および撹乱

1層:10YR4/4褐色細粒砂混粘土 旧作土層
2層:10YR6/1褐灰色シルト混粘土作土層

3層:5B5/1青灰色粘土湿地性堆積層
4層:5B6/1青灰色細粒砂~シルト 河川堆積層
5層:N4/0灰色粘土湿地性堆積層
6層:5Y5/1灰色細粒砂~シルト 河川堆積層
7層:10BG6/1青灰色粘土湿地性堆積層
8層:5Y6/1灰色細粒砂河川堆積層
9層:N3/0暗灰色粘土湿地性堆積層
10層:5Y6/1青灰色シル卜 河川堆積層

O (1 :50)1m 

第 3図断面図

5層:N4/0灰色粘土

湿地性堆積層 (T.P. +8. 8m)である。層厚は0.6mを測る。炭酸鉄が斑点状に沈着している。

上部は撹枠を受け土壌化した耕作土である。古代の作土層に比定できる(第2面)。

6層:5Y5/1灰色細粒砂~シルト

河川堆積層 (T.P.十8.2'""'-'8.3m)である層厚はO.3'""'-'0. 5mで、ある。土師器細片が少量出土した

(第 3面)。

7層:10BG6/1青灰色粘土

湿地性堆積層 (T.P. +7. 8'""'-'7. 9m)で、上面は土壌化している。層厚はO.2cmを測る(第4面)。

8層:5Y6/1灰色細粒砂

河川堆積層 (T.P. + 7. 65m)である。層厚はO.lmを測る。

9層:N3/0暗灰色粘土

湿地性堆積層(T.P. +7. 55m)である。層厚は0.3m前後を測る。

10層:5Y6/1青灰色シルト

河川堆積層(T.P. +7. 2m)である。 層厚はO.lm以上を測る。
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3)検出遺構と出土遺物

第 1面で近世の作土層、第2面で中世の土壌化層、第3面で古墳時代中期~後期の河川、第4

面で古墳時代中期に相当する土壌化層を確認した。

第3面で検出した河川の床は、南東がT.P.+7. 9m、北西がT.P. +7. 7mで、北西へ徐々に低くな

ることが判った。

3. まとめ

今回の調査では、 4面(第 1"-'4面)の土壌化層を確認した。第4面(7層上面)は古墳時代中期

の土壌化層に相当するが、遺構の検出および遺物の出土はなかった。本地から北西へ約70mの第

18次(YS92-18)調査では、 T.P. +7. 8m前後で、古墳時代中期の遺構や遺物包含層を確認し、土師器、

須恵器、韓式系土器などが多数出土している。また、南約50mの第33次(YS2009-33)調査の 2区で

は、 T.P.+8. 2mで、5世紀の土師器を含む遺物包含層を確認している。さらに、南東約200mの第 7

次(YS86-7)調査ではT.P.+8. Omで生産域(水田)を検出した。従って、本地の第3面で確認した

河川より南西部に古墳時代中期の居住域が展開していたと推測できる。

第 2面は古代に比定できる作土層で、同時期の作土層は第 7次と第33次で確認している。ま

た、第 1面は近世に比定でき作土層で、同時期の作土層は第33次で確認した。以上から古代・近

世の本地周辺には生産域が広がっていた可能性が高いと考えられる。

【参考文献】

・西村公助1993IVI 八尾南遺跡第 7次調査(YS86一7)J W八尾市埋蔵文化財発掘調査報告皿~ (財)八尾市文化財

調査研究会報告41(財)八尾市文化財調査研究会

・原田昌則2008W八尾南遺跡第18次調査報告書』 大阪防衛施設局共同住宅建て替え工事に伴う (財)八尾市

文化財調査研究会報告117 (財)八尾市文化財調査研究会

J 西村公助20101m 八尾南遺跡第33次調査(YS2009-33)J W(財)八尾市文化財調査研究会報告13U (財)八尾市

文化財調査研究会
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前政金品 所在地
コード

北緯 東経 調査期間
調査面積 調査

市町村 遺跡番号 (m') 原因

大竹遺跡 栄蔵胎λ島市実科
27212 56 

34度38分 135度 38分
20140225 約15.0

記 録 保

(第3次調査) 七丁目地内 20秒 46t少 存調査

萱振寺内町 実践踊八阜市萱援す防J 34度38分 135度 36分
20121219 

記 録 保

(第 1次調査) 六丁目47
27212 9493 

27秒 21手少
約27.0

存調査
20130109 

こ郡むりが川わ遺L、せ跡き 尖夜帰λ尾市単語
27212 60 

34度37分 135度 38分
20150204 約10.0

記録保

目地内 12手少 17秒 存調査(第22次調査) 二丁

小阪F合Fい遺い什跡J祉 定政指八島市首京両 34度37分 135度 37分
20140106 

記録保
27212 40 約15.0

(第47次調査) 議f宅γ白3品詞 16秒 7秒
20140107 

存調査

た岡い井た中か遺L、せ跡# 英政指λ島市白球市
27212 69 

34度36分 135度 36分
20131226 約9.0

記録保

(第21次調査) 三えん丁t~ t目うめ地ちた内い 8秒 24干少 存調査

京越造主主 実寝静λ阜市茶話 34度38分 135度 38分
20141002 

記録保
27212 42 約32.0

(第17次調査) 三十首実挙実運Lhi両 2秒 10秒
20150114 

存調査

八ぞ尾おみ南たみ遺いせ跡き 実政J雄八且市首謀の示 34度36分 135度 34分
20121120 

記録保
1./".:)ヒう的 27212 67 

1秒 59秒
約43.75 

存調査(第37次調査) 四丁目 l番5 20121121 

λ阜市逼跡
英政婦λ阜市首誌の米

34度36分 135度 34分
20131226 

記録保
三さんち丁Lう目め83番123番及び 27212 67 約9.0

(第39次調査)
西にし木きの本もと四にん丁むkう目め 1番2

3秒 57秒
20131227 

存調査

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構・地層 主な遺物 特記事項

実科達f時 集落
(第3次調査)

萱振寺内町
平安時代後期~末期 井戸 土師器、瓦器

寺内町 鎌倉時代後期~室町時代 井戸 土師器、瓦質土器
(第 1次調査) 近代 井戸 磁器

記ijj{i逼諒
集落

(第22次調査)

ポ政2ぶ逼跡 集落 弥生時代後期 落ち込み 弥生土器
(第47次調査)

白正半遺詠 集落 古墳時代中期 作土層
(第21次調査)

京越逼跡 集落
(第17次調査)

中世 作土層λ怠7著作逼跡
集落 近世 作土層

(第37次調査) 近代 作土層

古墳時代中期

八皇官逼跡 集落
古墳時代中期~後期 河川

(第39次調査) 中世

近世

要約
萱振寺内町第次期 1次遺構、で古はを墳検、時平出代安し中時た期。代~末回後井の期井中、の遺戸河跡を川検第を2出1確次じ認居で住域の存墳在時が明らかになった。 小阪合遺跡第47次では、南弥生跡時第代後の は、古 代中期に比定される作土層を確認した。八尾

遺 39 では、 した。
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